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平
成
二
十
一
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
十
八
日
開
会
さ
れ
、
町
長
提

出
の
予
算
四
件
、
条
例
一
件
、
人
事
一
件
、
報
告
二
件
、
承
認
二
件
、
そ
の

他
二
件
、
議
員
提
出
の
意
見
案
三
件
の
合
計
十
五
件
を
原
案
ど
お
り
に
可
決

し
、
同
日
閉
会
し
た
。

平成2 1年

・
交
通
安
全
指
導
車
購
入
費

二
〇
二
万
円　

減
額

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
費

五
九
五
万
円　

追
加

・
道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
施
設
整
備
負

　

担
金

一
五
万
円　

追
加

・
個
人
設
置
型
浄
化
槽
設
置
整
備
事

　

業
補
助
金

三
一
四
万
円　

増
額

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
助
成
事
業

　

補
助
金

二
〇
〇
万
円　

増
額

・
橋
り
ょ
う
点
検
業
務
委
託
料

三
四
二
万
円　

増
額

・
北
留
萌
消
防
組
合
負
担
金
消
防
施

　

設
分

七
八
万
円　

増
額

補
正
の
主
な
も
の

一般会計補正額 5,658万円を追加

介護保険特別会計 1,355万円追加
後期高齢者医療特別会計 16万円追加

総額3億9,427万円
総額　　5,372万円

議
題
の
主
な
も
の

【
専
決
処
分
の
報
告
と
承
認
】

・
苫
前
町
町
税
条
例
の
一
部
改
正

・
苫
前
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　

一
部
改
正

【
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
】

・
一
般
会
計
・
簡
易
水
道
特
別
会
計

【
公
益
法
人
等
へ
の
町
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

【
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て
】

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
ア
ン
テ
ナ
設
置
の

　

た
め

【
羽
幌
町
外
二
町
村
衛
生
施
設
組
合

規
約
の
変
更
】

・
広
域
火
葬
場
に
伴
う
変
更

【
苫
前
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
選
任
同
意
】

・
字
長
島　

伊
藤
豊
治
氏
（
再
任
）

届
け
意
見
!!　
　

政
府
に
意
見
書
を
提
出

「
現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充
と

保
育
・
学
童
保
育
子
育
て
支
援
予
算

の
大
幅
増
額
を
求
め
る
意
見
書
」

　

急
激
な
少
子
化
の
中
、
次
世
代

育
成
支
援
に
対
す
る
国
と
自
治
体

の
責
任
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
国

全
体
と
し
て
保
育
の
維
持
向
上
を

実
現
す
る
た
め
に
国
家
的
な
最
低

基
準
の
底
上
げ
と
財
政
の
後
押
し

が
必
要
で
あ
る
。
真
に
少
子
化
対
策

を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
府
に
お

い
て
子
育
て
支
援
施
策
の
拡
充
を
強

く
求
め
る
。

「
生
活
保
護
の
「
母
子
加
算
」
の
復

活
を
求
め
る
意
見
書
」

本
年
四
月
に
「
母
子
加
算
」
が
廃
止

さ
れ
た
が
、
母
子
家
庭
か
ら
生
活
の

実
情
を
訴
え
る
切
実
な
声
が
あ
が
っ

て
い
る
。
母
子
加
算
を
復
活
す
る
よ

う
求
め
る
。

「
地
域
医
療
確
保
と
自
治
体
病
院

充
実
の
た
め
の
予
算
の
大
幅
増
額

等
を
求
め
る
意
見
書
」

　

自
治
体
病
院
運
営
が
困
難
に
陥

っ
て
い
る
原
因
は
、
国
の
政
策
が
も

た
ら
し
た
医
師
・
看
護
師
不
足
・
診

療
報
酬
の
削
減
、
地
方
交
付
税
削

減
等
に
よ
る
自
治
体
財
政
の
悪
化

に
あ
る
。
地
域
医
療
の
中
核
的
存
在

で
あ
る
自
治
体
病
院
の
安
定
し
た

運
営
の
た
め
の
財
政
支
援
の
予
算
を

大
幅
増
額
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る

も
の
で
あ
る
。



あ
る
た
め
、
国
や
道
と
も
協
議
し
将

来
の
財
政
を
考
え
な
が
ら
慎
重
に
検

討
し
た
い
。

二　

こ
の
事
業
は
補
助
事
業
の
た
め

町
だ
け
の
予
算
措
置
で
決
定
さ
れ
る

も
の
で
な
く
、
国
、
道
と
の
協
議
が

必
要
に
な
り
、
現
時
点
で
は
可
能
か

ど
う
か
の
判
断
は
で
き
な
い
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
は
、
当
初
事

業
計
画
ど
お
り
一
億
五
千
万
円
の
交

付
決
定
を
受
け
、
実
施
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
平
成
二
十
二
年
度
の
要

望
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
も
一
億
五
千
万
円
の

事
業
費
が
決
定
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。

三　

古
丹
別
地
区
の
完
成
時
の
起

債
は
、
総
事
業
費
十
九
億
円
の
う

ち
補
助
金
を
除
い
た
起
債
償
還
額

は
、
十
億
六
千
七
百
万
円
で
最
終

年
か
ら
三
十
年
後
の
平
成
五
十
七
年

度
ま
で
苫
前
地
区
の
償
還
残
額
を

含
め
る
と
約
二
十
七
億
円
、
そ
の
う

ち
十
六
億
円
が
地
方
交
付
税
と
し
て

財
政
措
置
さ
れ
る
が
、
十
億
円
以
上

の
町
費
が
あ
る
こ
と
を
承
知
願
い
た

い
。

　

ま
た
、
普
及
率
は
平
成
二
十
七
年

度
の
事
業
完
了
時
に
、
供
用
開
始
さ

れ
る
時
点
で
七
一
・
八
％
を
目
標
と

し
て
お
り
、
こ
れ
が
達
成
す
る
と
判

断
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
〇
〇
％

に
近
づ
け
る
こ
と
が
下
水
道
経
営
の

上
で
最
重
要
と
考
え
、
町
の
財
政
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
今
後
の
検
討
課

題
と
考
え
て
い
る
。

広報とままえ　７月号　3頁

下
水
道
事
業
の
見
通
し
は

猫　島　議　員

鳥
獣
被
害
か
ら
の

　
　
　

安
全
安
心
に
つ
い
て

渡　部　議　員

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

４
氏
が
登
壇
！

一一

般般

質質

問問

に
報
告
の
と
お
り
、
上
平
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
増
設
工
事
分
を
含
め
、
総
事

業
費
十
九
億
円
の
事
業
計
画
を
も
っ

て
平
成
二
十
年
度
か
ら
十
年
間
に
わ

た
る
町
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
に
沿
っ

て
、
現
在
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　

町
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
策
定
上
、

古
丹
別
地
区
の
事
業
に
つ
い
て
は
事

業
費
を
削
減
し
、
前
倒
し
の
事
業
促

進
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
予
算
編

成
時
点
で
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
早

期
に
水
洗
化
を
希
望
す
る
町
民
も
い

る
こ
と
も
考
え
、
ま
た
国
の
今
後
の

地
方
に
対
す
る
政
策
、
地
方
交
付
税

の
推
移
等
も
考
え
、
補
助
事
業
で
も

一　

鹿
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
。

　

近
年
、
増
え
続
け
る
野
生
の
鹿
、

そ
の
生
態
的
特
性
は
年
一
五
〜
二
〇

％
の
増
加
率
に
て
四
、五
年
で
二
倍

に
増
え
る
。
色
々
な
禁
猟
制
限
あ
る

中
で
そ
の
数
が
増
え
、
餌
を
求
め
北

上
す
る
の
も
当
た
り
前
の
状
況
と
な

っ
た
。
ま
た
、
近
年
の
暖
冬
に
よ
り

鹿
の
生
息
分
布
も
変
化
し
、
西
部
地

区
と
言
わ
れ
る
我
々
の
ゾ
ー
ン
に
も

全
体
数
の
三
五
％
の
状
況
ま
で
増
え

続
け
る
鹿
を
町
で
は
ど
の
よ
う
に
認

識
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

二　

猟
友
会
に
対
す
る
報
償
費
に
つ

い
て
。

　

苫
前
町
農
協
で
は
農
業
生
産
期

中
、
鹿
に
よ
る
農
業
被
害
を
阻
止
す

る
た
め
、
地
元
猟
友
会
に
駆
除
の
依

頼
を
し
て
い
る
。
そ
の
報
償
費
を
今

年
は
十
万
円
ア
ッ
プ
の
二
十
五
万
円

に
な
っ
た
。
本
町
で
は
二
十
年
度
約

二
十
五
万
六
千
円
支
払
わ
れ
今
年
も

同
額
の
予
算
計
上
と
な
っ
て
い
る
。
近

隣
町
と
比
較
し
て
も
低
す
ぎ
る
報
償

費
に
驚
く
が
見
直
す
考
え
が
あ
る
か
。

三　

ハ
ン
タ
ー
の
養
成
に
つ
い
て
。

　

エ
ゾ
シ
カ
の
保
護
管
理
は
個
体
数

調
整
に
か
か
る
こ
と
か
ら
ハ
ン
タ
ー

の
育
成
が
急
務
で
あ
る
と
思
う
が
。

四　

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
利
用
し

た
施
設
整
備
は
。

　

小
平
町
で
は
す
で
に
有
害
鳥
獣
特

措
法
を
受
け
て
鳥
獣
被
害
防
止
計
画

を
策
定
し
た
。
電
牧
柵
を
三
年
間
で

全
町
を
網
羅
す
る
計
画
で
あ
る
。
本

町
の
計
画
は
。

五　

ハ
ン
タ
ー
の
身
分
保
障
は
。

　

羆
の
駆
除
、
捕
獲
、
追
い
払
い
に

は
危
険
を
伴
う
が
生
命
保
障
な
ど
手

当
て
は
し
な
い
の
か
。

六　

鹿
に
よ
る
交
通
事
故
対
策
は

一　

エ
ゾ
シ
カ
は
明
治
初
期
の
大
雪

と
乱
獲
に
よ
り
一
時
は
絶
滅
寸
前
に

ま
で
激
減
し
た
が
、
そ
の
後
保
護
政

策
や
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
分

布
域
を
拡
大
し
な
が
ら
生
息
数
を
増

加
さ
せ
、
昭
和
六
十
年
代
か
ら
道
東

地
方
を
中
心
に
農
林
業
被
害
が
急
激

に
増
加
し
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

　

従
前
よ
り
苫
前
町
猟
友
会
に
依

頼
し
て
駆
除
活
動
を
実
施
し
て
い
る

が
、
現
状
の
捕
獲
頭
数
で
は
個
体
数

の
抑
制
に
届
か
ず
、
今
後
と
も
継
続

し
て
関
係
機
関
、
団
体
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
有
効
な
対
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

一　

古
丹
別
地
区
公
共
下
水
道
事
業

計
画
の
現
状
と
見
通
し
に
つ
い
て

平
成
二
十
七
年
度
ま
で
の
施
工
年
度

を
三
〜
五
年
間
前
倒
し
は
で
き
な
い

か
。

二　

事
業
の
前
倒
し
が
可
能
と
し
た

場
合
、
予
算
の
組
み
直
し
は
ど
う
か
。

三　

完
成
時
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合

の
加
入
者
数
及
び
収
支
等
の
見
通
し

は
。

一　

古
丹
別
地
区
の
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
九
月
議
会

森　

  

町  　

長

答 

弁

森　

  

町  　

長

答 

弁

議会だよりNo,76②



三　
「
観
光
事
業
者
と
他
産
業
と
の

連
携
に
よ
る
地
元
食
材
の
利
用
促

進
」
と
あ
る
が
、
取
り
組
み
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

四　
「
道
の
駅
で
の
町
内
特
産
品
を

地
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
と
あ

る
が
、
シ
ス
テ
ム
構
築
は
で
き
て
い

る
の
か
。

　

本
町
の
雄
大
で
美
し
い
自
然
景
観

を
有
効
活
用
し
た
滞
在
型
観
光
の
振

興
の
他
、
地
域
ぐ
る
み
の
観
光
地
づ

く
り
や
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
新
し

い
観
光
資
源
の
開
発
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
観
光
客
を
も

て
な
す
心
を
大
切
に
す
る
取
り
組
み

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

一　

本
町
は
観
光
地
が
点
在
し
て
お

り
、
こ
れ
を
「
点
」
か
ら
「
線
」
に

結
び
つ
け
る
た
め
、
情
報
発
信
や
観

光
情
報
の
提
供
更
に
は
商
工
会
と
連

動
し
た
研
究
を
行
い
な
が
ら
、
訪
れ

た
方
々
の
視
点
に
立
っ
た
魅
力
的
な

観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

二　

中
部
３
町
村
が
ス
ク
ラ
ム
を
組

み
、
札
幌
や
旭
川
の
小
中
学
校
を
訪

問
し
、
誘
致
活
動
を
進
め
て
お
り
、

農
業
や
漁
業
体
験
、
一
般
観
光
客
も
体

験
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の

研
究
、
更
に
は
広
域
的
な
受
入
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

二　

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
受
け

入
れ
可
能
な
植
樹
林
の
準
備
や
交
流

人
口
を
増
や
す
た
め
、
環
境
意
識
を

軸
に
既
存
産
業
等
の
新
た
な
展
開
の

後
押
し
を
す
べ
く
体
制
を
整
え
る
方

策
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

三　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
苫

前
の
自
然
が
い
か
に
多
様
で
す
ば
ら

し
い
資
源
で
あ
る
か
を
教
え
、
環
境

に
つ
い
て
常
に
考
え
、
意
識
を
持
て

る
よ
う
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
あ

り
方
を
予
算
や
人
員
を
含
め
て
考
え

る
必
要
性
が
出
て
き
て
い
る
。
総
合

的
な
環
境
問
題
を
考
え
取
り
組
む
た

め
の
計
画
づ
く
り
に
着
手
す
べ
き
と

思
う
が
。

一　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
性
な

ど
、
地
域
教
育
機
関
な
ど
と
連
携
を

図
る
。

風
車
工
作
キ
ッ
ト
、
風
車
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
成
人
講
座
な
ど
で
考
え
実
感

す
る
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

二　

優
良
な
森
林
の
育
成
対
策
と
し

て
、
無
立
木
地
へ
の
造
林
や
森
林
機

能
回
復
の
た
め
の
事
業
展
開
を
し
て

い
る
が
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の

考
え
を
活
用
し
な
が
ら
環
境
意
識
を

高
め
森
林
機
能
の
増
進
が
図
ら
れ
る

と
考
え
る
。
先
進
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

三
、
子
ど
も
た
ち
に
お
い
て
学
社
融

合
事
業
な
ど
を
通
じ
て
環
境
問
題

を
考
え
た
り
、
風
力
発
電
を
基
盤
と

し
た
地
球
温
暖
化
対
策
に
向
け
た
取

り
組
み
、
下
水
道
整
備
、
魚
道
整
備

な
ど
自
然
環
境
の
保
全
や
景
観
保
全

に
向
け
多
角
的
に
進
め
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
ず
、
地
域
住
民
が
一
体
と

な
っ
た
環
境
基
本
計
画
な
ど
の
策
定

に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

　

本
町
は
観
光
資
源
が
多
数
存
在
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
観
光
資
源
を
有
効

的
に
活
用
し
た
り
、
Ｐ
Ｒ
す
る
の
は

行
政
だ
け
で
な
く
私
た
ち
町
民
の
仕

事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
本
年
度
の
町

政
執
行
方
針
の
中
で
町
長
が
述
べ
て

い
る
観
光
振
興
に
つ
い
て
、
次
の
四

点
に
つ
い
て
答
弁
い
た
だ
き
た
い
。

一　
「
魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り
の

向
上
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
施
策
を
展
開
ま
た
、
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
か
。

二　
「
体
験
型
観
光
の
振
興
」
と
あ

る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
体
験

型
観
光
か
。

　

近
年
の
環
境
に
対
す
る
世
界
的
な

取
り
組
み
や
、
地
球
規
模
で
の
危
機

感
の
中
、
わ
が
町
も
風
力
発
電
を
全

国
に
先
駆
け
て
取
り
組
み
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
貢
献
し
て
い
る
と
認
識
す
る
。

　

一
方
で
、
住
民
レ
ベ
ル
で
は
風
力

発
電
に
よ
り
地
域
へ
の
愛
着
な
ど
に

繋
が
っ
た
部
分
が
あ
る
が
、
実
際
に

環
境
対
策
行
動
な
ど
に
即
、
反
映
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
だ
と
思
う
。

　

ま
た
、
ど
う
い
っ
た
行
動
を
と
っ

た
ら
よ
い
の
か
、
行
政
や
各
方
面
か

ら
の
支
援
や
積
極
的
な
方
向
性
を

キ
ャ
ッ
チ
し
に
く
い
状
況
だ
。

　

風
の
町
苫
前
町
が
今
、
住
民
と
と

も
に
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
を
始

め
る
こ
と
は
、
今
後
、
有
効
で
か
つ
、

子
ど
も
た
ち
や
将
来
を
担
う
世
代
の

基
礎
と
な
る
部
分
だ
と
認
識
す
る
。

　

一
歩
進
ん
だ
環
境
施
策
を
進
め
る

こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
説
得
力
を
備

わ
れ
ば
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、

環
境
に
対
す
る
行
動
に
理
解
を
得
ら

れ
、
既
存
の
産
業
の
、
新
分
野
の
創

造
に
繋
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
各
種
ま
ち
づ

く
り
の
活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
『
環

境
』
は
異
口
同
音
で
唱
え
ら
れ
て
い

る
。

　

今
後
の
展
開
を
期
待
し
な
が
ら
、

次
の
三
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一　

風
力
発
電
を
活
か
し
、
町
ぐ
る

み
で
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考

え
実
感
す
る
取
り
組
み
は
で
き
な
い

か
。
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苫
前
町
の
環
境
施
策
は

西　　　議　員

本
町
の
観
光
振
興
は

田　沢　議　員

森　

  

町  　

長

答 

弁

二　

本
町
の
報
償
費
は
管
内
他
市
町

村
と
比
較
し
た
場
合
、
猟
友
会
の
会

員
数
や
駆
除
活
動
の
推
進
体
制
な
ど

の
違
い
に
よ
り
一
概
に
言
え
な
い
部

分
も
あ
る
が
ご
指
摘
の
と
お
り
小
平

町
や
羽
幌
町
と
比
べ
る
と
低
い
金
額

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

報
償
費
の
見
直
し
を
含
め
検
討
し
て

い
き
た
い
。

三　

猟
友
会
は
じ
め
、
関
係
機
関
・

団
体
等
と
も
協
議
し
な
が
ら
有
効
な

方
策
を
検
討
し
た
い
。

四　

今
年
中
に
計
画
を
策
定
し
、
必

要
に
応
じ
た
施
設
整
備
計
画
を
検
討

し
た
い
。

五　

自
治
体
の
み
が
加
入
で
き
る
行

政
協
力
員
団
体
障
害
保
険
に
加
入
の

例
も
あ
り
、
今
後
地
元
猟
友
会
と
協

議
を
進
め
た
い
。

六　

大
き
な
交
通
問
題
の
一
つ
と
認

識
し
て
い
る
。
関
係
機
関
と
協
議
し

て
警
戒
標
識
、
道
路
進
入
防
止
の
諸

施
設
の
整
備
を
検
討
し
た
い
。

森　

  

町  　

長

答 

弁

議会だよりNo,76③
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三　

国
の
交
付
金
事
業
で
あ
る
「
地

方
の
元
気
再
生
事
業
」
を
活
用
し
な

が
ら
、
一
つ
目
と
し
て
、
特
産
品
販

売
所
の
設
置
及
び
特
産
品
試
作
品
の

作
成
、
食
の
開
発
と
試
験
販
売
。
二

つ
目
と
し
て
、
観
光
情
報
の
発
信
。

三
つ
目
と
し
て
、
国
道
か
ら
の
観
光

施
設
へ
の
誘
導
な
ど
現
在
、
観
光
協

会
が
主
体
と
な
り
要
望
書
を
提
出
し

て
い
る
。
他
産
業
団
体
の
施
策
と
連

携
し
な
が
ら
、
特
産
品
開
発
や
観
光

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

四　

道
の
駅
に
お
け
る
特
産
品
の
臨

時
販
売
所
を
設
け
、
六
月
一
日
か
ら

九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
、
関
係
団

体
と
連
携
し
な
が
ら`

、
テ
ン
ト
に
よ

る
販
売
や
車
両
に
よ
る
販
売
を
展
開

し
よ
う
し
て
い
る
。

▽
四
月
二
十
七
日
開
催

　

苫
前
町
新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
に
つ
い
て

　

㈱
苫
前
町
振
興
公
社
よ
り
来
年
三

月
末
日
ま
で
の
継
続
運
営
は
困
難
と

の
申
出
が
あ
り
、
新
た
な
指
定
管
理

者
を
公
募
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

公
募
期
間
は
五
月
一
日
か
ら
六
月

十
日
。
新
指
定
期
間
は
平
成
二
十
一

年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年

三
月
三
十
一
日
。
協
定
対
価
と
し

て
、
九
，
八
○
○
万
円
を
想
定
。

臨
海
地
域
特
別
委
員
会

委

員

会

レ

ポ

ー

ト

▽
六
月
十
五
日
開
催

　

五
月
十
八
日
、
指
定
管
理
者
に
関

わ
る
公
募
説
明
会
及
び
施
設
見
学
会

を
開
催
。
二
団
体
か
ら
応
募
あ
り
。

▽
六
月
十
八
日
開
催

　

苫
前
町
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て

　

六
月
十
七
日
の
第
四
回
選
定
会
議

の
結
果
を
受
け
て
、
次
の
団
体
を
指

定
管
理
者
の
候
補
者
と
し
て
選
定
。

大
新
東
株
式
会
社
（
東
京
都
）

▽
五
月
二
十
八
日
開
催

一
、
苫
前
町
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

に
つ
い
て

二
、
苫
前
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て

三
、
古
丹
別
地
区
消
防
用
放
送
設
備

　

の
更
新
に
つ
い
て

　
　

経
年
劣
化
に
よ
る
放
送
用
設
備

　

の
更
新
に
つ
い
て
協
議

四
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
中
継
局
施

　

設
用
地
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

　
　

苫
前
中
学
校
西
側
町
有
地
を
無

　

償
貸
付
す
る
こ
と
を
協
議

五
、
中
部
広
域
火
葬
場
の
整
備
に
つ

　

い
て

　
　

懸
案
と
な
っ
て
い
た
広
域
火
葬

　

場
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明

　
　

平
成
二
十
四
年
四
月
供
用
開
始

　

予
定

六
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
助
成
事

　

業
補
助
金
の
補
正
に
つ
い
て

　
　

当
初
、
十
件
二
○
○
万
円
を

　

二
十
件
四
○
○
万
円
に

七
、
個
人
設
置
型
浄
化
槽
整
備
事
業

　

補
助
金
の
補
正
に
つ
い
て

　
　

申
請
者
の
増
加
に
よ
り
不
足
分

を
補
正(

六
基
分
三
一
四
万
五
千
円)

八
、
道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
導
入
に
か

　

か
る
経
費
負
担
に
つ
い
て

　
　

苫
前
町
負
担
額
一
五
万
四
千
円

全　

員　

協　

議　

会

・
平
成
二
十
一
年
度
㈱
苫
前
町
振
興

　

公
社
事
業
計
画
及
び
予
算

・
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予

　

算
主
な
補
正
内
容

・
繰
越
明
許
費
補
正
（
翌
年
度
に
繰

越
し
て
使
用
す
る
も
の
）

　

定
額
給
付
金
給
付
事
業

二
，
六
二
一
万
七
千
円

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

一
億
一
〇
五
万
一
千
円

三
月
三
十
日
開
催

　

緑
が
一
層
美
し
く
な
り
、
一
年
の

う
ち
最
も
凌
ぎ
や
す
い
季
節
を
迎

え
た
。

　

こ
の
町
に
も
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

流
れ
、
期
待
に
関
心
が
も
た
れ
る
。

　

そ
う
で
す
。
町
民
に
何
か
と
話

題
に
の
ぼ
る
「
ふ
わ
っ
と
温
泉
」
の

経
営
者
が
新
し
く
な
っ
た
。
苫
前
町

振
興
公
社
は
、
去
る
三
月
末
で
指

定
管
理
の
契
約
解
除
を
申
し
出
た
。

代
わ
り
の
経
営
者
を
探
し
始
め
た

四
月
、
こ
の
た
び
よ
う
や
く
指
定
管

理
者
（
最
優
秀
提
案
応
募
者
）
が

決
ま
り
、
七
月
一
日
よ
り
営
業
の
運

び
と
な
っ
た
。　

選
考
の
評
価
は
、

・
事
業
採
算
と
管
理
運
営
の
バ
ラ
ン

　

ス
が
よ
い
。

・
運
営
管
理
に
積
極
的
に
取
り
組
む

　

姿
勢
。

・
ホ
テ
ル
、
旅
館
及
び
飲
食
の
専
門

　

性
な
ど
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

力
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
声
を

業
務
に
反
映
さ
せ
る
と
の
方
針
だ
。

　

さ
て
、
今
後
は
利
用
す
る
町
民

は
も
と
よ
り
行
政
、
議
会
も
一
貫
し

て
、
こ
の
経
営
の
手
腕
を
見
つ
め
た

い
。

　

ま
た
、
幸
い
な
こ
と
に
従
来
の
振

興
公
社
の
職
員
、
従
業
員
は
新
会

社
に
雇
用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
職

の
心
配
解
消
で
あ
る
。
新
し
い
指
定

管
理
者
で
の
、
良
い
一
年
の
結
果
を

待
ち
た
い
。

（
青
木　

記
）

編
集
後
記

臨　

時　

会

・
専
決
処
分
の
報
告
と
承
認

・
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

主
な
補
正
内
容

　

旭
昭
和
線
道
路
災
害
測
量
調
査
設

計
業
務
委
託
料

　
　
　
　

三
〇
七
万
七
千
円　

追
加

四
月
二
十
七
日
開
催

・
苫
前
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正

　

職
員
等
（
特
別
職
・
職
員
・
議
員
）

の
本
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当

の
額
を
減
額
措
置

五
月
二
十
八
日
開
催

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　

（
苫
前
町
新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

指
定
管
理
者:

　

大
新
東
株
式
会
社
（
東
京
都
）

指
定
期
間:

　

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

・
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算

主
な
補
正
内
容

　

住
宅
用
地
購
入
費
（
平
成
十
七
年

度
売
払
用
地
買
戻
分
）

九
一
万
三
千
円　

追
加

六
月
二
十
五
日
開
催

議会だよりNo,76④
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六
月
二
十
日
（
土
）
、
二
十
一
日

（
日
）
、
二
十
七
日
（
土
）
の
三
日
間
、

苫
前
町
野
球
場
と
古
丹
別
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
、
高
円
宮
賜
杯
第
二
十
九
回

全
日
本
学
童
北
・
北
海
道
大
会
留
萌
支

部
大
会
兼
第
三
十
八
回
全
道
少
年
野

球
大
会
支
部
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
は
、
古
丹
別
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
に
よ
る
入
場
行
進
か
ら
始

ま
り
、
苫
前
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
主
将
の
川

村
旬
輝
君
が
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
。

二
十
日
、
二
十
一
日
の
二
日
間
は
時
折

小
雨
が
降
り
、
絶
好
の
大
会
日
和
と

は
い
え
な
か
っ
た
が
、
留
萌
管
内
八
市

町
村
か
ら
十
六
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
北

大
会
へ
の
出
場
権
を
か
け
、
父
母
な
ど

が
声
援
す
る
中
、
攻
守
に
精
一
杯
の
プ

レ
ー
を
見
せ
て
い
た
。

　

苫
前
町
か
ら
は
苫
前
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
と
古
丹
別
サ
ン
ダ
ー
ス
の
二
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
と
も
に
初
戦
を
突
破
し
一

勝
を
あ
げ
た
が
二
回
戦
目
で
惜
し
く
も

敗
退
し
た
。

高
円
宮
賜
杯

学
童
野
球
大
会
開
催

選
手
宣
誓
を
行
う
川
村
旬
輝
君

　

六
月
十
四
日
（
日
）
午
前
九
時
か

ら
、
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
署
苫
前

支
署
と
苫
前
町
消
防
団
苫
前
分
団
共

催
に
よ
る
第
十
二
回
火
の
用
心
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
が
、
苫
前
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
あ
っ
た

が
、
雨
合
羽
や
長
靴
な
ど
で
雨
対
策
を

し
た
愛
好
者
二
十
五
名
が
参
加
し
、
雨

を
含
ん
だ
コ
ー
ス
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り(

敬
称
略)

　

優　

勝　

田
中　

和
子

　

準
優
勝　

森　

と
も
子

　

３　

位　

佐
藤　

閧
夫

　

４　

位　

猪
股　

寿
之

　

５　

位　

佐
藤　

哲
夫

　

６　

位　

草
薙　
　

寛

　

７　

位　

川
村　
　

高

火
の
用
心

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

六
月
十
七
日
（
水
）
午
前
九
時
か

ら
、
北
留
萌
消
防
組
合
消
防
署
苫
前

支
署
主
催
の
第
二
十
二
回
火
の
用
心
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
苫
前
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
五
チ
ー
ム
二
十
七
名
の

選
手
が
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
ス
コ
ア
を
競
い

あ
っ
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り(

敬
称
略)

　

優
勝　

大
翔
会
（
得
失
点
差
十
五
、

　
　
　
　

太
田
市
郎
、
斉
藤
能
正
、
竹

　
　
　
　

内
俊
男
、
福
士
和
江
、
加
藤

　
　
　
　

早
智
子
）

　

２
位　

長
島
（
伊
藤
サ
チ
子
、
谷
友

　
　
　
　

恵
、
佐
武
文
秋
、
鴨
田
ト
ミ

　
　
　
　

子
、
高
橋
ト
シ
子
）

　

３
位　

旭
昭
ク
ラ
ブ
（
大
矢
根
輝

　
　
　
　

美
、
貝
野
テ
ル
エ
、
村
本
文

　
　
　
　

子
、一
関
ミ
ヨ
、
真
鍋
一
安
、

　
　
　
　

工
藤
キ
ミ
エ
、
石
川
一
好
）

火
の
用
心

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

五
月
一
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
公

募
期
間
を
設
け
て
募
集
し
て
い
た
と

ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
（
苫
前
町
新

日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）
の
新

た
な
指
定
管
理
者
が
、
こ
の
ほ
ど
議

会
の
議
決
を
経
て
六
月
二
十
六
日
付

け
で
協
定
の
締
結
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
従
前
指
定
管
理
者
の
指
定

を
受
け
て
い
た
㈱
苫
前
町
振
興
公
社

（
社
長
〜
森
利
男
町
長
）
か
ら
指
定

管
理
者
解
除
の
申
出
を
受
け
行
っ
た

も
の
で
選
定
会
議
に
よ
る
①
住
民
の

平
等
な
利
用
の
確
保
に
関
す
る
評
価

②
施
設
の
効
用
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
こ
と
に
対
す
る
評
価
③
管
理
を
安

定
し
て
行
う
人
員
及
び
財
政
基
盤
に

関
す
る
評
価
④
地
域
住
民
の
雇
用
及

び
経
済
の
振
興
に
関
す
る
評
価
の
四

項
目
に
沿
っ
て
書
類
と
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
採
点
し
、
決
定
し
た
。

　

温
泉
、
宿
泊
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の

運
営
形
態
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

従
前
と
変
更
は
な
く
、
発
行
済
み
の

ク
ー
ポ
ン
券
、
入
浴
回
数
券
、
年
間

(

半
年)

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
も
引
き
続

き
使
用
で
き
る
。

　

今
後
、
苫
前
町
観
光
の
メ
イ
ン
施

設
と
し
て
民
間
特
有
の
斬
新
な
ア
イ

デ
ア
等
に
よ
る
改
革
や
、
町
民
各
位

の
ご
協
力
に
よ
り
賑
わ
い
が
訪
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

七
月
一
日
か
ら
「
大
新
東（
株
）」
に
変
更

〜
「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
」
の
新
た
な
指
定
管
理
者
〜

　

指
定
期
間
は
平
成
二
十
一
年
七

月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
二
年
九
ヶ
月
間
。

新
し
い
指
定
管
理
者
の
概
要

・
団
体
名　

大
新
東
株
式
会
社

・
代
表
者　

代
表
取
締
役 

玉
山
雅
之

・
本
社
住
所　

東
京
都
調
布
市

・
資
本
金　

一
億
円

・
主
な
受
託
実
績

　

北
海
道
立
洞
爺
少
年
自
然
の
家
、

小
清
水
町
温
浴
施
設
、
湧
別
町
宿
泊

施
設
し
ら
か
ば
、
え
り
も
町
給
食
業

務
他
一
括
受
託
、
鳥
取
県
日
南
町
ゆ

き
ん
こ
村　

四
季
彩
、
岡
山
県
久
米

南
町
道
の
駅
く
め
な
ん　

な
ど
多
数
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「とままえバザール～厳選うまいもん市～」大盛況　苫前商業高校商業部
　６月２０日（土）午前１０時から旧中央スーパー古丹別店で苫前商業
高等学校(金濱茂校長)商業部主催の「第１回とままえバザール～厳選う
まいもん市～」が行われた。
　これは、地元で採れた新鮮な野菜を地域の人に味わってもらうほか、
他の地域の特産品を紹介するとともに、このバザールが町内商店街の活
性化につながる機会になればと企画したもの。商品の仕入れ・販売の会
計処理の実践、接客などもねらいとしている。

　商業部で開発、羽幌町の製
造業者に依頼した「丹羽さん
ちの生キャラメル」と苫前産小麦使用の「パン」、ぎりぎり間に合った
地元のミニトマトのほか、管内全国の特産品などを取り揃えた。
　当日は開店前から大勢の住民が集まり、オープンと同時に１５０人ほ
どが訪れ、対面販売のおつりが間に合わなくなり１台のレジに長蛇の列
となるなど、ほとんどの商品が３０分程度で売り切れた。
　バザールは９月まで月１回の計４回行われ、第２回目は７月２０日頃
行われる予定となっている。

メロンの定植に挑戦
　６月１６日(火)、１７日(水)学社融合事業の一環として
古丹別小学校（岩村直幸校長）３年生１３人、苫前小学
校(八谷芳博校長)３年生１４人が谷田孝さん（字小川）
の農園でメロンについての学習をした。
　最初に谷田さんからメロンについての基礎知識を学
び、次にハウスに入り指導を受けながら１人ずつ苗床に
ホーラー（定植用の穴を空ける器具）で穴を空け、順番
に２０センチ程に育ったメロンの苗を、ポットから取り
出し定植を行った。定植後は自分の植えたメロンがどの
ように成長する
か観察すること
になる。

景観保全・環境美化運動行われる
苫前土地改良区

　６月２０日（土）午前１０時から苫前土地改良区（丹羽雅
幸理事長）が、改良区施設の景観保全に伴う環境美化運動
の一環として、三毛別川西古丹別頭首工右岸側にプラン
ターを設置した。
　この日は水泳少年団や町内会など約２５人が集まり、時
折小雨が降る中、プランターの花植え作業に汗を流した。

谷田さんから定植
の方法を教わる苫
小の三年生たち

人権の花運動
　６月２日(火)苫前小学校(八谷芳博校長)にて、旭川地方
法務局留萌支局と苫前町の共催の人権の花運動が行われ
た。当日は苫前町人権擁護委員竹橋隆至さん、村田正夫さ
ん、斉藤保幸旭川地方法務局留萌支局長と全校生徒87名
が参加し、学年ごとにマリーゴールド、ペチュニアの苗と
ひまわりの種を植えた。
　人権の花運動は、町内のこのほかの全小中学校や高校
でも行われた。

参
加
者
た
ち
と
記
念
撮
影

プ
ラ
ン
タ
ー
に
苗
を
植
え
る

生
徒
た
ち

　神奈川県川崎市に在住の堀 泰晴さん（71歳）が
この度、「次世代を担う子供たちの育成に関する事
業」のため100万円の寄附を行った。
　今回の寄附の動機は、平成21年春の叙勲での受
章（瑞宝中綬章）に対して、育ててくれた故郷への
感謝の意を少しでも表すことができればとの考えに
よるもの。
　町では平成21年4月1日から、町内外を問わず
「苫前町」を愛する多くの方々の参加をいただくた
めに、自分が生まれ育った「ふるさと」に貢献した
い、或いは、自分との関わりが深い地域を応援した
い、という気持ちを形にする仕組みとして「寄附を
通じて地方の自治へ色々な人が参加できる制度（苫
前町ふるさと応援寄附条例）」を施行している。

堀 泰晴さんがふるさと応援寄附金
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地 

域 

社 

会 

貢 

献 

事 

業 
ま
ち
の
施
設
を
整
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　5月30日㈯に苫前建設協会で苫前町野球場の整備
を行った。
平成19年7月の霧立、力昼の山火事の際にヘリポート
として使用したときに土が飛散していたが、なかな
か整備できずにいたもの。当日はロードローラー、シ
ョベルなど重機4台と協会員約30名が約60㎥の土を
入れ整地に汗をながした。

苫前町野球場を整備
～苫前建設協会～

　このほど㈱山本組（天塩町）からグランド整備等資
材が寄附され、６月１日(月)に同社の田中社長が役場
を訪れ、伊藤教育長へ目録を手渡した。
　寄贈された塩化マグネシウム（25kg・15袋）は、苫
前小学校のグランド整備に使用し、灰カル（20kg・16
袋）は、各小中学校へ贈られライン引きなどに使用さ
れた。

グランド整備等資材を寄贈
～株式会社山本組～

　６月19日㈮に渡部工業㈱が古丹別小学校のグラン
ドに設置されたバックネット張り替え作業を行った。
　新しいバックネットは、網の目が50㎜のものを使
用し、ボールが挟まりにくい構造となっており、品質
も優れている。

古小のバックネット張り替え
～渡部工業株式会社～

　6月16日㈫に橋場産業㈱（橋場幸一社長）が古丹
別小学校のグランド整備を行った。
　当日は、20日から開催される少年野球大会に向
け、マウンドやホームベース周辺を重点的に土なら
しを行い、得点板の設置やバット入れを設置した。

古丹別小学校グランドを整備
～橋場産業株式会社～

目録を伊藤教育長へ
手渡す田中社長




